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日本共産党

【
石
見
市
長
答
弁
】
昭
和
３
２
年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」
、
昭

和
６
０
年
に
「
非
核
都
市
平
和
宣
言
」
、
平
成
２
年
に
は
７
月

２
２
日
を
「
平
和
の
日
」
と
定
め
平
和
行
政
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
平
成
２
１
年
に
は
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
た
。
太
平
洋

戦
全
国
空
爆
慰
霊
塔
は
昭
和
３
１
年
に
全
国
１
１
３
の
戦
災
都

市
に
よ
り
結
成
さ
れ
、
同
協
会
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
毎
年

１
０
月
２
６
日
に
は
政
府
を
は
じ
め
各
界
か
ら
参
列
さ
れ
る
追

悼
・
平
和
祈
念
式
を
開
催
し
て
い
る
。
法
案
は
国
の
動
向
を
見

ま
も
り
本
市
と
し
て
は
引
き
続
き
恒
久
平
和
の
尊
さ
を
認
識
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
平
和
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

定例会質疑―日本共産党・谷川まゆみ議員が一般質問

日
本
共
産
党
の
谷
川
ま
ゆ
み
議
員
は
昨
年
６
月
１
２
日
、
姫
路
市
議
会
平
成
２
５
年
第
２
回
定
例
会

の
一
般
質
問
に
た
ち
、
①
「
戦
争
法
案
」
の
速
や
か
な
廃
案
を
、
②
国
民
皆
保
険
制
度
に
つ
い
て
、

③
姫
路
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
姫
路
市
介
護
保
険
事
業
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
、
④
サ
イ
ク

ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
用
駐
輪
場
の
整
備
推
進
に
つ
い
て
、
⑤
議
案
第
７
９
号
姫
路
市
事
務
分
掌
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
の
５
項
目
に
つ
い
て
石
見
市
長
等
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
問
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
戦
争
法
案
」に
つ
い
て
、市
長
と
し
て
、ま
た一般
財
団
法
人
太
平

洋
戦
全
国
空
爆
犠
牲
者
慰
霊
協
会
代
表
理
事
と
し
て
の
見
解
を

⑴
　
払
え
る
国
民
健
康
保
険
料
に
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
趣
旨
に
つ
い
て
　

保
険
料
滞
納
者
の
多
い
要
因
に
つ
い
て
、
及
び
強
権
的
な
差
し
押
さ
え
は
や
め
よ

⑵
　
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
に
よ
る
自
治
体
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
廃
止
せ
よ

⑶
　
平
成
２
５
年
度
一
般
療
養
費
国
庫
負
担
金
の
減
額
、
本
年
度
の
一
般
療
養
費
国

庫
負
担
金
減
額
の
概
算
は
い
く
ら
か
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
廃
止
の
声
を
国
へ
届
け
よ
。

【
貞
廣
市
民
局
長
答
弁
】
保
険
料
未
納
者
と
は
可
能
な
限
り
接
触
を
図
り
、
納
付
相

談
に
応
じ
て
い
る
。
緊
急
な
場
合
は
短
期
証
を
発
行
し
て
い
る
。
未
納
は
構
造
的
要

因
に
よ
る
。

平
成
２
５
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
医
療
無
料
化
に
よ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
で
あ
る
一
般

療
養
費
国
庫
負
担
減
額
金
額
は
約
２
１
０
０
万
円
、
本
年
度
見
込
み
は
約
６
１
０
０

万
円
。

【
貞
廣
市
民
局
長
答
弁
】
名
簿
の
提
供
は
法
定
受
託
事
務
で
あ

り
根
拠
は
地
方
自
治
法
や
自
衛
隊
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
国

に
対
し
提
供
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
平
成
２
５
年
５
月
に

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
長
と
市
長
と
の
間
で
協
定
を
結
び

大
卒
及
び
高
卒
相
当
年
齢
者
の
氏
名
、
住
所
、
性
別
、
生
年
月

日
の
４
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
平
成
２
５
年
度
分
は
大
卒
・

５
４
０
６
人
、
高
卒
・
５
６
４
７
人
、
平
成
２
６
年
度
分
が
大

卒
・
５
５
０
７
人
、
高
卒
・
５
７
２
０
人
、
平
成
２
７
年
度
分

が
大
卒
・
５
４
０
２
人
、
高
卒
・
５
９
０
１
人
分
を
提
供
し

た
。
本
人
及
び
保
護
者
の
同
意
・
承
諾
は
得
て
い
な
い
。
自
衛

隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
姫
路
地
域
事
務
所
に
よ
る
と
募
集
案
内

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
類
の
送
付
だ
け
に
使
用
し
た
と
の
こ
と
。

紙
及
び
電
子
媒
体
に
よ
る
情
報
提
供
は
自
衛
隊
法
第
９
７
条
第

１
項
、
及
び
自
衛
隊
法
施
行
令
１
２
０
条
の
規
定
に
基
づ
き
提

供
し
、
住
民
基
本
台
帳
法
に
は
抵
触
し
て
い
な
い
、
と
考
え

る
。

本
人
の
同
意
、
保
護
者
の
承
諾
無
し
に

自
衛
官
適
齢
者
４
情
報
を
今
年
度
大
卒
５
千
４
百
２
人
分
、
高
卒

５
千
４
百
１
人
分
を
自
衛
隊
に
提
供

国
保
証
窓
口
と
め
お
き
が
３
１
３
２
世
帯

短
期
証
・
資
格
証
あ
わ
せ
て
４
８
３
３
世
帯
に
正
規
の
国
保
証

が
交
付
さ
れ
ず

自衛官適齢者名簿の提供はやめよ

福祉の心を実現する



【
貞
廣
局
長
答
弁
】
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
だ
っ

た
。

【
谷
川
議
員
】
何
故
、
紙
と
電
子
媒
体
の
情
報
提
供

の
協
定
を
結
ん
だ
の
か
。
経
過
と
理
由
に
つ
い
て
明

ら
か
に
せ
よ

【
貞
廣
局
長
答
弁
】
自
衛
隊
か
ら
協
力
依
頼
が
あ
っ

た
の
で
協
定
を
結
ん
で
事
務
手
続
き
を
決
め
た
。

【
谷
川
議
員
】
答
弁
で
情
報
提
供
は
拒
め
な
い
と
答

弁
し
た
が
国
は
あ
く
ま
で
「
依
頼
」
と
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
防
衛
省
は
大
臣
名
で
各
都
道
府
県

知
事
あ
て
に
「
自
衛
官
募
集
等
の
推
進
に
つ
い
て

（
依
頼
、
防
臣
第
７
０
４
４
号
平
成
25
年
５
月
23
日

付
け
）
に
は
「
依
頼
」
と
あ
る
。
防
衛
省
は
自
衛
隊

法
97
条
と
自
衛
隊
法
施
行
令
１
２
０
条
に
基
づ
く

「
依
頼
」
と
説
明
し
て
い
る
の
で
拒
む
こ
と
は
可
能

市
会
議
員

苦
瓜
か
ず
し
げ

市
会
議
員

谷
川
ま
ゆ
み

市
会
議
員

森
 ゆ
き
子

で
は
な
い
の
か
。
２
０
０
０
年
の
地
方
分
権
一
括
法

に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
事
務
は
法
定
受
託
事
務
に

な
っ
て
い
る
。
法
定
受
託
事
務
は
国
の
関
与
等
に
つ

い
て
は
「
最
小
限
の
も
の
と
し
地
方
公
共
団
体
に
自

主
性
自
律
性
に
配
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
見
直
さ
れ
て
い
る
。
自
衛
官
適
齢
者
名
簿
の

提
供
は
拒
む
、
拒
ま
な
い
は
別
と
し
て
自
治
体
の
裁

量
権
の
範
疇
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
貞
廣
局
長
答
弁
】
自
衛
隊
法
施
行
令
１
２
０
条
は

市
町
村
長
に
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
い
る
。
「
求
め
ら
れ
れ
ば
拒
め
な

い
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
「
依
頼
」
と
書
い
て
あ
る

が
「
求
め
る
」
と
解
釈
し
「
求
め
ら
れ
れ
ば
拒
め
な

い
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

【
谷
川
議
員
】
２
０
０
３
年
４
月
に
衆
議
院
の
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
日
本
共
産
党

の
吉
井
衆
院
議
員
が
石
破
防
衛
庁
長
官
（
当
時
）
に

自
衛
官
の
募
集
の
た
め
の
適
齢
者
情
報
の
収
集
に
つ

い
て
そ
の
文
書
は
「
依
頼
で
す
よ
ね
」
と
聞
い
て
い

る
。
石
破
防
衛
庁
長
官
は
「
依
頼
で
ご
ざ
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
自
治
体
の
方
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
ケ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で

…
…
」
と
あ
る
。
当
時
の
片
山
総
務
大
臣
も
「
自
衛

隊
の
募
集
の
仕
事
は
自
衛
隊
法
97
条
の
法
定
受
託
事

務
で
市
町
村
の
事
務
と
な
っ
て
い
る
。
施
行
令
１
２

０
条
の
発
動
と
し
て
で
は
な
く
防
衛
庁
側
は
事
実
上

の
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
依
頼
に
応
じ
る
と

こ
ろ
は
出
す
、
依
頼
に
応
じ
た
く
な
い
と
こ
ろ
は
出

さ
な
い
と
い
う
法
律
関
係
と
思
う
」
と
大
臣
答
弁
し

て
い
る
。
そ
れ
で
も
「
自
治
体
の
裁
量
権
の
範
疇
で

は
な
い
」
と
さ
れ
る
の
か
明
確
な
答
弁
を
求
め
ま

す
。 自

衛
官
適
齢
者
名
簿
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

平
成
25
年
５
月
以
前
は
ど
う
し
て
い
た
の
か

【
貞
廣
局
長
答
弁
】
「
依
頼
」
が
あ
っ
て
「
正
当
な

理
由
が
あ
る
の
で
拒
む
理
由
が
な
い
」
と
言
う
ふ
う

な
事
で
す
。

【
谷
川
議
員
】
大
臣
が
「
裁
量
権
が
あ
る
と
言
っ
て

い
る
の
で
」
私
は
裁
量
権
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

姫
路
市
は
協
定
書
に
も
と
づ
い
て
適
齢
者
名
簿
を
紙

と
電
子
媒
体
に
よ
っ
て
提
供
し
て
い
る
が
協
定
書
の

ど
こ
に
「
紙
と
電
子
媒
体
で
提
供
し
て
よ
い
」
と
書

い
て
あ
る
の
か
し
め
し
て
く
だ
さ
い
。

【
貞
廣
局
長
答
弁
】
「
紙
と
電
子
媒
体
」
で
提
供
し

て
は
だ
め
だ
と
は
書
い
て
い
な
い

【
谷
川
議
員
】
「
ダ
メ
と
も
書
い
て
な
い
が
よ
い
」

と
も
書
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

平
成
18
年
に
個
人
情
報
条
例
が
改
正
さ
れ
て
い
る
が

「
目
的
外
利
用
ま
た
は
外
部
提
供
者
の
制
限
の
規
定

の
変
更
」
で
外
部
利
用
の
適
用
範
囲
を
広
げ
て
い
る

が
個
人
の
権
利
利
益
保
護
の
観
点
か
ら
「
原
則
と
し

て
個
人
へ
の
通
知
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し

た
」
と
あ
る
が
個
人
へ
の
通
知
は
行
っ
て
い
る
の

か
。

【
貞
廣
局
長
答
弁
】
姫
路
市
個
人
情
報
保
護
条
例
施

行
規
則
第
４
条
第
２
項
で
対
象
者
が
多
い
こ
と
も
勘

案
し
て
「
公
告
」
と
い
う
形
で
適
切
に
対
応
し
て
い

る
。

【
谷
川
議
員
】
個
人
へ
の
通
知
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
と
は
何
か
。

１
万
２
万
は
多
い
と
は
思
わ
な
い
、
国
保
や
税
金
の

通
知
は
も
っ
と
多
い
。
「
や
む
を
え
な
い
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。
多
い
と
は
思
え
な
い
。
自
衛
官
適

齢
者
名
簿
は
法
定
受
託
事
務
で
あ
り
提
供
す
る
し
か

な
い
、
拒
否
で
き
な
い
と
い
う
答
弁
は
認
識
の
間
違

い
で
自
治
体
の
裁
量
権
は
あ
る
。
仮
に
裁
量
権
を
使

い
、
よ
い
と
判
断
し
て
も
住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
っ

て
閲
覧
し
か
で
き
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。
「
紙
、

電
子
媒
体
に
よ
る
情
報
の
提
供
」
は
す
ぐ
や
め
る
べ

き
で
す
。

姫
路
市
は
自
衛
官
適
齢
者
名
簿
の

「
紙
や
電
子
媒
体
に
よ
る
情
報
の
提
供
」は

す
ぐ
や
め
よ

姫路市政や市議会、日本共産党へのご意見・ご要望を多数お寄せください


